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島高だより 

平成 26 年６月号 

(通巻第 99 号) 

長崎県立島原高等学校 

編集：情報図書部 

校長 北浦 剛資 
「 八 角 堂 」 の 思 い 出       

 

      島高生の「Ｓ」は「Ｓmile」のＳ。島高にはかつて「八角堂」という建物があった。 

■島高における歴史遺産  

    平成９年、第 17 代寺田隆士校長先生が着任されたときには、校舎本館の解体が具

体的に計画されていたらしい。創立１００周年を前にして島高のシンボルとして何と 

しても残して欲しいとの同窓生たちの多くの声により、県も計画を白紙に戻し、その結果今も八

十路を越える本館が聳えているというわけだ。旧制島原中學校以来今も息づくアカデミックな校

風と共に、歴代の生徒・職員を見守ってきた歴史遺産は他にもある。旧制中の正門であった裏門

の石柱や、正門に埋め込まれた御影石の校名板は旧字体で右から書かれ、初代国武忠男校長の揮

毫によるものといわれている。本館の階段踊り場と玄関左右の壁にある鏡には、「昭和四年」「昭

和六年」の「卒業生記念」の文字がある。校長室で現役として使っているビロード張りの木製の

椅子の背には、星形の旧制中の校章が刻まれている。裏門から入って左にあった、本校創立 20

周年に際して図書館として建設された「八角堂」は、惜しまれながら昭和 49 年に姿を消した。 

■管弦楽部に「島高」を見た 

 ６月８日(日)、定通体育大会の応援と重なり文芸部の演劇発表会は見逃してしまったが、管弦

楽部の「街角コンサート」には滑り込みで間に合った。クラシックだけでなく親しみのある映画

音楽なども取り入れ、休憩後にはＡＫＢ４８のダンスまで飛び出すサプライズもあった。最後は

恒例の３年生の引退コメント。祖母からヴァイオリンを譲り受けた人、古い新聞記事で創部当時

の弦楽部の様子を振り返る人、話す前から涙にくれ感極まった人、実は辞めたい時もあったと告

白する人、どの生徒も純粋で品性が感じられた。私の同級生の医師や教え子の僧侶もＯＢとして

駆けつけてくれたが、そういえば八角堂は、図書館が別に新築された後、弦楽部の練習場所とし

て利用されていた。 

 

 

校長随想 湧水抄 

理数科 課題研究発表大会 

 

  理数科主任 森崎 悟  

 

６月１１日（水）に、大村市のシーハット大村さくらホールにて第８回長崎県理数科高等学校課

題研究発表大会が開催されました。この大会は、理数科が設置されている長崎県内の５校（大村、

諫早、猶興館、北陽台、島原）から各校代表２チーム、計１０チームが参加し、課題研究の成果を

発表する大会です。最優秀賞の１校は８月に開催される中国・四国・九州大会に口頭発表で参加し

ます。 

 島原高校からは、３年生の物理班が「微風力下における風力発電」について、数学班が「作図と

折り紙」について発表を行い、理数科１・２年生が発表を見学に行きました。物理班の研究は、風

力発電を家庭で行う事を目的としたもので、微風力下でも回転できるような効率の良いプロペラの

断面や羽の数などについての研究発表を行いました。また、数学班は定規とコンパスでは角の三等

分はできないが、折り紙を用いると角の三等分が可能である理由について研究発表を行いました。

参加したどの学校の班もレベルが高く、会全体を通して質疑応答も活発で盛況な大会でした。惜し

くも最優秀賞は逃しましたが、２班とも堂々と発表していました。 

 

 生徒感想  ・普段作図できない三等分線を身近な折り紙で 

書くことができるという数学分野の発表にとても興味を持った。 

来年は自分たちなので今回の発表で学んだことを活かしたい。 

・物理分野は難しかったが，ダンゴムシの交替性転向反応から 

生物が生き延びるための能力の凄さには興味をそそられた。 

来年の研究意欲が沸いた。 

・疑似微小重力空間を校舎の屋上から自由落下させることで形 

成できると聞き，宇宙を身近に感じた。もともと興味があった 

物理について，一層好奇心が沸いた。 

 

 

合唱コンクールに向けて 
合唱部 部長 鬼塚 祐真 

私たち合唱部は７月２０日に長崎ブリックホールで行われる九州合唱コンクールに出場し

ます。今までの自分たちを越える演奏、更に上の大会へ進むことを目標に日々練習に励んでい  

ます。課題曲では鴨長明の随筆「方丈記」を題材にした「夜もすがら」を、自由曲では幻想的  

で妖気にみちた組曲「まぼろしの 

薔薇」より「ひびきのなかに住む 

薔薇よ」を演奏します。島高卒業 

生で合唱部ＯＧの前田ゆりのさん 

をピアニストに迎え、部員１０５ 

名の歌声をホールいっぱいに響か 

せたいと思います。 

 

さらに！先日の県高総体に加えて  

北九州大会で上位入賞した陸上部 

からも出場が決まりました。  

陸上部 

1500m 徳永香子 

3000m 徳永香子 

 

インターハイ出場！  

出場おめでとう！ 

 次は島高だけではなく長崎県の代表として  

応援したいと思います。  

がんばれ、島高生！ 

剣道部 

●団体 

男子団体 

女子団体 

●個人 

 男子 牧島凜太郎 

 女子 竹中美帆・本多愛 

レスリング部 

●個人 

 50kg 級 岡田幹大 

 84kg 級 濱本大徳 

煌
き ら

めく青春 南関東総体 2014 
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私たち野球部は 7 月１１日から行われる第 9６回全国高校野球選手権長崎大会に出 

場します。1 回戦は長崎総科大附属高校と対戦します。 

去年は１点差で惜しくも敗れ，悔しい思いをしました。その時、１点の重みを改め 

て感じさせられました。それから１年間その悔しさを胸に一生懸命練習してきました。  

こうして前向きに練習に取り組めたのも周りの方の支えがあったからだと思います。  

その恩返しとして最後の大会で結果が残せるように精一杯がんばります。目標は甲子園  

です。応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野球部主将 林田 景太 ７月の主な行事予定 

 
１日（火） 期末考査４日目  

４日（金） 島高青楓塾 

 

   小浜温泉伊勢屋女将 

草野有美子氏（２６回生） 

   演題「お・も・て・な・し」って何？ 

in 島原文化会館大ホール１４：００～  

 

５日（土） 土曜講座（１年・２年・３年） 

７日（月） 生徒会役員任命式・交代式 

       野球部・合唱部壮行会 

１２日（土） 進研記述模試（１・２・３年） 

       （～１３日） 

１６日（水） 校内球技大会 

       （雨天時は木曜日の授業） 

１７日（木） 校内球技大会予備日 

 

１８日（金） 金の⑥⑦の授業 

       大掃除・終了式 

       全国高総体・総文祭壮行会 

１９日（土） 長大オープンキャンパス（２年） 

       代ゼミＭ模試（３年） 

２２日（火） 授業設定日 50 分×４（～25 日） 

       三者面談（～31 日） 

理数科２年研修旅行（～23 日） 

       （ in 崇城大学） 

 

２６日（土） 土曜講座（３年） 

       小論文模試（３年） 

２８日（月） 島高オープンスクール 

       授業設定日 50 分×４（～31 日） 

・濱﨑 千怜 [英語]  ・木佐木 盛善 [生物]    ・永石 美智 [保健体育] 

教育実習生のコメント 

・はじめの頃は緊張と不安でいっぱいでしたが，いつも笑顔で話しかけてくれる生徒の

皆さんのお陰で毎日が楽しくあっという間の３週間でした。ここで学んだことを忘れ

ずにこれからもがんばっていきたいと思います。 

・２週間という短い期間でしたが，母校で教育実習を行うことができて大変幸せでした。

厳しくも愛のあるご指導をして頂いた先生方に大変感謝しています。今回の実習で学

んだことを活かしてこれからもがんばっていきます。本当にありがとうございました。 

・３週間たくさんの生徒のみなさんと関わることができ，とても楽しく過ごすことがで

きました。また，ご指導頂いた先生方のおかげでたくさんの反省と課題を見つけるこ

とができました。今回の実習で学んだことを大学に持ち帰って，しっかりと振り返り

をして，今後に活かしていきたいと思います。この実習を通して教師になりたいと、

より強く思うようになりました。 

             管弦楽部部長 山本 藍 

６月８日(土)サンプラザ万町で、第７回街角オーケスト

ラを開催しました。当日はたくさんの方におこしいただ

きました。そこではオーケストラでのクラシックやポピ

ュラーソングまで様々な曲を演奏し，充実した時間を過

ごすことができました。会場に足を運んでくださった皆

さま，ありがとうございました。 

この演奏会で３年生は引退となり、１８人という尐な

い人数で活動していきます。不安もありますが，これか

らも地域との関わりを大切にしながら，演奏で皆さんに

感動や幸せを届けることができるようがんばっていき

たいと思います。 

 

第 1 回戦 

島原高校 対 総科大附 

日時：7 月 1５日 9 時 30 分開始 

場所：長崎ビッグ N スタジアム 

高総体４日目の６月２日（月）、学校に残った生徒・教職員

全員でボランティア活動を行いました。これは高総体期間中の

恒例行事で、島原のシンボル島原城、及び武家屋敷周辺の清掃

活動を行うものです。当日は曇ってはいましたがなんとか持ち

こたえ、ボランティア活動を行う 

ことができました。また、ＰＴＡ 

の方々にも参加していただき、 

ありがとうございました。 

 


